
 

 

 

 

 

 

 

 

秋晴れの清々しい季節となりました。地域の皆さまは変わりなくお過ごしでしょうか。このたび、

宇部リハビリテーション病院では、耳鼻科医師を迎え、新しい体制で診療を行っています。 

 

● 耳がきこえにくい・耳だれ 

● 鼻がつまる・鼻水が多い・においがわかりにくい 

● のどが痛い・のどにつまった感じ・声がかすれる 

● 飲み込みにくい ・・・・など 
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●●●地域の皆さまへ●●● 

宇部リハビリテーション病院  

耳鼻咽喉科外来のお知らせ 

 

 
困っていることありませんか？ 

Ｑ：最近、耳が聞こえにくくなって心配です。 

自分で耳かきしてもよくとれないし・・・・ 

耳あかだけでもとってもらえるのでしょうか？ 

 

Ａ：もちろんです！ 

診療の中でも、「耳あか」で受診される方が増えてきました。 

耳あか掃除で耳の機能を守るのは、耳鼻科の大切な仕事です。ご家庭のお子様や寝た

きり高齢者の耳掃除は、むつかしく無理に奥まで触れると出血したり、鼓膜（こまく）

を傷つけたりすることもあります。耳鼻科では、耳の中を観察しながら耳あかを取り出し、

場合によっては薬を使って、できるだけ痛みのないように耳あかを取り除くことができます。 

 

Ｑ：最近、食べる時にむせたり、飲み込みにくさを感じることが多いです。 

どのようなことに気をつけると良いでしょうか？ 

 

A：脳卒中や老化現象で飲み込み（嚥下）の障害が起きることがあり

ます。嚥下の障害は、誤嚥性肺炎をひきおこすことがあります。

当院では、嚥下内視鏡検査を行い、障害の状態にあわせて食べ物

の形やトロミつけなどの生活上での注意指導や嚥下リハビリを

させていただきます。「飲み込む力」をつけておいしく食事を食べ

て、幸せな人生を送っていただきたいと願っています。 
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